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そこで、まず第一に勧めます。願いと祈りと執り成しと感謝とをすべての人のために献

げなさい。王たちやすべての位の高い人のためにも献げなさい。私たちが、常に敬虔と気

品を保ち、穏やかで静かな生活を送るためです。これは、私たちの救い主である神の前に

良いことであり、喜ばれることです。神は、すべての人が救われて、真理を認識するよう

になることを望んでおられます。神は唯一であり、神と人との仲介者も唯一であって、そ

れは人であるキリスト・イエスです。この方は、すべての人のための贖いとしてご自身を

献げられました。これは、定められた時になされた証しです。その証しのために、私は宣

教者、使徒とされ、また異邦人に信仰と真理を教える教師とされました。私は真実を語っ

ており、偽りは言っていません。（Ⅰテモテ 2:1 ～ 7 ） 

 

著者は、正しい良心を持って信仰を全うする者と神を冒涜してサタンに引き渡される者

とが峻別されると語った後、勧めの言葉を記している。「そこで、まず第一に勧めます。

願いと祈りと執り成しと感謝とをすべての人のために献げなさい。王たちやすべての位の

高い人のためにも献げさない 。」 最初にすべきことは祈りであり、祈りは願いと執り成し

と感謝である。そして、親しい教会の仲間のためだけでなく、王たちや全ての高官のため

にも祈りを献げなさいと言う。パウロは権力について、ローマ書13章 1 ～ 2 節で、「人は

皆、上に立つ権力に従うべきです。神によらない権力はなく、今ある権力はすべて神によ

って立てられたものだからです。従って、権力に逆らう者は、神の定めに背くことになり、

背く者は自分の身に裁きを招くことになります 」、 4 節には、「権力は、あなたに善を行

わせるために、神に仕える者なのです。しかし、もし悪を行えば、恐れなければなりませ

ん。権力はいたずらに剣を帯びているわけではなく、神に仕える者として、悪を行う者に

怒りをもって報いるからです」と述べている。権力は神が立てたもので、権力は悪を行う

者に怒り、剣を持って制する。社会の秩序を維持する責任を負う者であると言っている。

著者は、パウロの思想を受け継いだものと思われるが、「私たちが常に敬虔と品位を保ち、

穏やかで静かな生活を送るためです。これは、私たちの救い主である神の前に良いことで

あり、喜ばれることです」という言葉から、平穏な市民的平和を得るため王や高官に従い

なさいという勧めと読める。当時のキリスト者たちは、キリスト教が市民権を得たいと、

主イエスのように権力と争うことを避けていたことは確かである。主イエスは、「諸民族

の支配者と見なされている人々がその上に君臨し、また、偉い人たちが権力を振るってい

る（マルコ 10:42b ）」 と、権力者を手厳しく批判しておられる。パウロが言うように、権

力が神に仕える者であるために、人間の尊厳を守るように権力を監視する責任が私たちに

あることを、心にしかと留めるべきである。著者は、神は全ての人々が救われ、福音の真

理を知ることを望んでおられると語る。神は唯一であり、神と人との間の仲介者は唯一人、

キリスト・イエスである。仲介者イエス・キリストは、人間の罪を贖うためにご自分を十

字架に献げられた。これは、人間の救いのために神が定められた時になされた証しで、キ

リストの十字架による贖罪がキリスト教信仰の核心であると説いている。そして、「その

証しのために、私は宣教者、使徒とされ、また異邦人に信仰と真理を教える教師とされま

した」と言う。任命された事実に応え、「私は真実を語っており、偽りは言っていません」

と、著者はパウロに成り切って、宣教者、使徒、教師であると念を押している。 


